
Javaアプレットは、Java言語で

作成された小さなアプリケーショ

ンソフトです。HTML言語で貼り込まれる

図版のように、ページからJavaアプレット

にリンクが張られていると、Java対応ブラ

ウザーに読み込まれてプログラムが実行さ

れます。バイトコートと呼ばれる機種に依

存しない中間的なデータとなっているため、

UNIX、Windows、Macintoshといった異

なるプラットフォームで共通して動作しま

す。一方、JavaスクリプトはHTMLファイ

ルに組み込めるスクリプト言語です。ペー

ジにプログラミング的なアレンジを施した

り、HTMLとJavaアプレットのスムーズな

連携を担うインターフェイスに使ったりし

ます。この両方を組み込んだのが、

Netscape Navigator 2.Xで、雑誌などでは

繰り返し、Java対応のセールスポイントが

謳われています。

しかし、ご質問のNetscape Navigator

2.02ですが、実際には、Windows版では

すでにJavaとJavaスクリプトをともにサポ

ートしていますが、Macintosh版に限って

はまだJavaには未対応でJavaスクリプト

のみのサポートになっています。記事などで

はWindows版をベースに書かれていること

が多かったので誤解を生んだようです。そ

の後、バージョン3.0以降でJavaもサポー

トされるようになりました。Javaがサポー

トされているバージョンならば、アップルメ

ニューの「Netscapeについて...」（または

about Netscape）を選ぶとJavaのマーク

が現れるのですぐに見分けがつくでしょう。

したがって、MacintoshでJavaアプレッ

トを含むページを楽しむには、バージョン

3.0以降のNetscape Navigatorをインスト

ールしてください。

ちなみに、ショックウェーブ対応のペー

ジを楽しむには対応するプラグインをPlug-

insフォルダーにコピーしてから、Netscape

Navigatorを起動してください。Netscape

Navigator 2.02でも利用できます。ショッ

クウェーブのプラグインは本誌付属のCD-

ROM、またはhttp://www.macromedia.com/

shockwave/index-j.htmlで入手できます。

（菊地宏明）
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このコーナーでは、みなさんから寄せられたインターネットに関する

質問や疑問についてお答えしていきます。

日頃からわからないなあと思っている疑問、困っていることなどありましたら

どんなことでもけっこうですから質問を編集部までお寄せください。

宛先はip-faq@impress.co.jpです。電子メールでの回答はできませんのでご了承ください。

入門者のための Frequently Asked Question

Javaについての質問です。Netscape

2.02を使えば、Javaアプレットも

Javaスクリプトも楽しめるのでしょ

うか。付録ではNetscape2.02が、

ショックウェーブとJavaの両方に対

応したブラウザーとして紹介されてい

ました。僕はMacintosh Performa

630でNetscape2.0を動かしてい

るのですが、紹介されていたJavaの

ゲームが動きませんでした（このペー

ジはNetscape2を用いてご覧くだ

さい、などと表示されていました）。

ショップに聞きにいってもわからなか

ったし、再インストールしてみてもダ

メでした。Javaが動かない原因を教

えてください。 （匿名希望）

今月の回答者
菊地宏明、砂原秀樹
【アドハイザー】砂原秀樹
奈良先端科学技術大学院大学
情報科学センター助教授
WIDEプロジェクト・ボードメンバー

図1 Netscape Navogatorの説明欄にJavaのマーク
があるバージョンでは動く。
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通常はあまり使いませんが、障害

発生時に使われるユーティリティ

ーソフトに、ping、traceroute、nslookup

があります。これらはUNIXで使われるユー

ティリティーソフトの名前ですが、同等の

機能を持ったソフトはMac i n t o s h や

Windowsにもあります。名前は違います

が、基本的な機能は変わりません。

pingは、指定した相手にメッセージを送

り、相手から折り返し送られるレスポンス

を測定します。相手がインターネットにつ

ながっているかどうかを確認したり、応答

時間からネットワークの状況を調べたりす

るときに使われます。

tracerouteは、相手までパケットが送ら

れる間にどのルーターを経由していくかを調

べます。インターネットは、接続経路に部

分的な障害が発生すると、別の迂回経路を

通って目的地にデータを届けます。その経

路を調べるときに使います。

nslookupは、ドメインネームサーバーに

よって検索されるドメイン名－IPアドレス

の対応をマニュアルで調べます。ネットワ

ークのアプリケーションの内部では、サービ

スを行う前に、ホスト名でドメインネーム

サーバーに問い合わせてIPアドレスを調べ

ていますが、nslookupではこの作業を単独

で行ってくれます。

Macintosh用のこれらのソフトはいくつ

かありますが、特定の環境でしか動作しな

いという条件がついています。とくに、ご

指摘のPPP/SL IP の違いだけでなく、

MacTCP/OpenTransportの違いでも動作

するかしないかが分かれます。

nslookupの機能をもつソフトには、DNS

Lookupがあります。これは、CPUが68K

でもPowerPCでも対応し、MacTCPや

OpenTransportのどちらの環境でも使えま

す。もちろんPPPでインターネットにつな

げていてもだいじょうぶです。

tracerouteの機能は、OpenTransport

の環境で動作するソフトばかりです。たと

えば、WhatRouteはOpenTransportで

使用でき、PPP接続でも動作します。しか

し、MacTCPでは動きません。

pingは、Mac TCP Watcherの中の機能

として備わっています。Mac TCP Watcher

は、traceroute、nslookupの機能も備え、

MacTCP、OpenTransportともに動作しま

すが、MacTCPではtraceroute機能だけが

対応しません。

以上のソフトを動作させるために、

OpenTransportをインストールすることを

おすすめします。

このようなユーティリティーソフトは

Windowsにもあります。表1を参考に入手

してください。 （菊地宏明）

A.
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図3  Mac TCP Watcherでnslookup

図4 Mac TCP Watcherでtraceroute

ニフティサーブのPPP接続を利用し

て、インターネットを使っています。パ

ソコンはMacを使用しています。そこ

で、質問なのですが、PPP接続した

Mac上で走るping、traceroute、

nslookup はないのでしょうか。

tracerouteは、archieをかけてみて、

mac-traceroute-11.hqxというフ

ァイルを見つけて、FTPで手に入れま

した。しかし、MacSlip3.0にしか対

応してないそうで、MacPPPを使っ

ている私のMacでは走らせることが

できませんでした。 （金岡正憲さん）

図2 
Mac TCP
Watcher
でping

機能名 ソフト名 入手先 本誌CD-ROM

Macintosh nslookup DNS Lookup ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/info-mac/comm/inet/dns-lookup-092.hqx ×

traceroute WhatRoute（OpenTransport要） ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/info-mac/comm/inet/what-route-13.hqx ×

ping/nslookup/traceroute Mac TCP Watcher
（traceroute機能はOpenTransport要） ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/info-mac/comm/inet/mactcp-watcher-20.hqx ○

Windows95 nslookup nsb32 ftp://ftp.iij.ad.jp/pub/simtelnet/win95/inet/nsb32-5.zip ×

ping/nslookup/traceroute WS Ping ftp://so-net.or.jp/pub/win/winsock/apps/ws-ping/wsping32.zip ×
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UUCPという技術は、UNIXが世

の中に登場したころから存在して

います。そして、現在のTCP/IPによるイン

ターネットが構築される以前から、世界中

に電子メールとネットニュースを配布して

いたUSENETを支えていた技術でもあるわ

けです。この間、30年以上も使われてきた

わけですが、ファイアーウォールという概念

がTCP/IPによるインターネットが登場して

からのものであることからわかるように、

UUCP接続をした場合に特にファイアーウ

ォールを設ける必要はないでしょう。

これは、TCP/IPによる接続が常に接続

されていることを前提に設計されているの

に対して、UUCP接続では通信が必要なと

き以外は接続しないという設計になってい

るからです（図 5）。つまり、通常の

TCP/IPによるインターネット接続では、通

信の有無にかかわらず接続されているため、

ファイアーウォール（防火壁）を設けて、

そこで通信の制御をしなければならないの

ですが、UUCPは通信が必要なときにしか

接続されないという構造になっているため、

そのしくみ自体がファイアーウォールのしく

みを含んでいるわけです。

とはいえ、やはりUUCP接続においても

セキュリティー上で配慮しておかなければな

らないことはいくつかあります。以下で簡単

に説明したいと思います。

1できるだけ電話をかけるだけにする

UUCPでは、通信を行うために積極的に

電話をかけて接続要求を出す側になる場合

と、それを待っていて接続要求を受ける側

になる場合の2つがあります。プロバイダー

とUUCP接続契約をした場合、通常はプ

ロバイダー側が接続要求を受けるだけで、

利用者側から電話をかけて接続要求を出す

ようになると思われます。しかし、これは双

方での取り決めによって決定されるもので

あり、逆の設定や、あるいは双方ともに必

要に応じて接続要求を出し、自分が接続要

求を出す必要がない場合には接続要求を待

つといった設定がなされる場合もあるので

す。

しかし、セキュリティーの面から考える

と、接続要求を受ける側となる場合には注

意が必要になってきます。UUCPではユー

ザー名とパスワードによって相手のコンピュ

ータの確認を行っていますが、この2つの情

報が盗まれてしまうと正式な相手のふりを

して接続要求をしてくるコンピュータが登

場する可能性が出てくるのです。したがっ

て、不必要に接続要求を受ける側の設定は

しないようにしたほうがいいでしょう。自分

から接続要求を出すだけの設定にしておく

ことで、この問題を回避することができる

ようになるわけです。

A.
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ファイアーウォールに関する質問です。

UUCP接続をした場合、ファイアーウ

ォールを構築する必要はあるのでしょ

うか。UUCP接続の際、セキュリテ

ィーで気をつけなければならないこと

はほかにどのようなことがあります

か？ （匿名希望）

アナログ回線やISDN回線 

ファイアー 
ウォール 

アナログ回線やISDN回線 

インターネット 

プロバイダー TCP/IP接続 TCP/IP接続 

UUCP接続 UUCP接続 

図5 UUCPのしくみ

通信するべきデータをまとめておいて、定期的に一括処理するため、WWWなどのインタラ
クティブな通信を行うことはできない。
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2電話を受ける場合の工夫

どうしてもUUCPの接続要求を受ける側

の設定をしなければならない場合は、工夫

をすることで決められたコンピュータ以外か

らの接続を受け付けないようにすることが

ある程度可能となります。

たとえば、Callbackという技術では、電

話がかかってきて相手を確認すると、いっ

たん電話を切り、こちら側から決められた

電話番号に電話をかけ直すということをし

ます（図6）。これによって電話をかけてき

た相手が正しくこちらが想定している相手

であることを確認できるようになるわけで

す。同様に、ISDNなどを利用していると

相手の電話番号を確認したり（発信者番

号通知）、電話を受ける番号を制限したり

（着信番号制限）することが可能ですから、

こういった機能を組み合わせて利用すると

いいでしょう。

3UUCP接続を行うマシンには

できるだけユーザーを登録しない。

UUCP接続を行うマシンにはモデムが接

続されており、多くの場合、その組織の利

用者が外部から電話などで組織内のコンピ

ュータにアクセスするためのコンピュータと

して利用されていることが多いようです。し

かし、実はこれはできれば避けたほうがいい

でしょう。

UUCPの設定をやったことがある方なら

ばご存じだと思いますが、UUCP接続要求

を送る際に必要なユーザー名とパスワード

を記述したファイルがそのマシン内に存在

しています。しかも、このファイルは暗号

化されておらず、利用者のファイルアクセ

ス権限（つまり、どの利用者がファイルを

参照してよいかという設定）のみに守られ

ているのです。したがって、不必要に

UUCP接続マシンにユーザーを登録しない

ほうが、こうした情報を守るために有利と

なるのです。

また、どうしても利用者を登録しなけれ

ばならない場合でも、外部からコンピュー

タにログインするためだけに用いるように設

定し、必要最小限のファイル以外にはアク

セスできないような設定（change rootなど

の機能を用いて設定をすればいいでしょう）

をすることをお勧めします。

4UUCPの設定

最後に、UUCPには、UUCPのプログラ

ムによって利用可能なファイルシステムの

範囲（どのファイルを参照できて、どのデ

ィレクトリーにファイルを作ことができると

いった制約）とUUCP（正しくはuuxコマ

ンド）によって起動可能なコマンドを設定

できるようになっています。こうした設定を

できるだけなんでもできるように設定すれ

ば、利用者にとっては便利になるのですが、

セキュリティーの面から見ると逆に危険が

増すことになります。したがって、これらの

設定は必要最小限となるようにしておくべ

きでしょう。

あとは、通常の電子メールやネットニュ

ース利用の際に注意すべきこと（たとえば

ウィルスに対する注意など）を利用者が守

っていれば大丈夫だと思います。

UUCP接続は、TCP/IPによるインター

ネット接続に比べると、セキュリティーを

維持することは容易だと思います。しかし、

だからといって何もしなくてもいいわけでは

なく、注意をおこたってはいけないのです。

また、UUCP接続によって利用できるイ

ンターネットの機能はその一部にすぎませ

ん（だから、セキュリティーを維持するこ

とが容易なのです）。UUCPを採用するの

にはさまざまな理由があると思いますが、少

なくともUUCP接続に加えてダイアルアッ

プIP接続も行ってインターネットを体験し

てみることをお勧めします。

（砂原秀樹）
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入門者のための 

接続要求 

接続要求 

相手の確認 

回線切断 

プロバイダー UUCPマシン 

図6 安全を確保するためのCallback
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とてもいい質問だと思います。

Good Questionとよく英語でいい

ますが、これは、答えるのが非常に難しい

という意味だったりします。

まず、プロバイダーの上だとか下だとか

という見方はあまりしないほうがいいと思い

ます。原則として、インターネットによっ

て相互に接続されるネットワークは平等に

扱われますし、そこに上下関係はないはず

ですから。問題は、自分の通信する相手が

どこにいるのかということです。付録の接続

マップは、利用者が自分の利用する相手が

どこにいて、そことはどの程度の回線速度

で接続されているのかを知ることで、自分

に適したプロバイダーを選択することができ

るように用意しているものなのです。たとえ

ば、海外のサイトへのアクセスが多いのな

らば、海外へ直接接続されているプロバイ

ダーを選択したほうがいいであろうと判断で

きるわけです。

たしかに、自分が契約しているプロバイ

ダーのネットワークの中に非常に人気の高

いサーバーがあり、そこへのアクセスが集中

すると、自分が利用するプロバイダーのネッ

トワークが混雑すると考えがちですが、これ

は、別に他のプロバイダーが接続される場合

だけでなく、自分が利用するプロバイダーの

利用者が増える場合でも同じことになって

きます。つまり、あるプロバイダーに人気の

サーバーがあり、そこに接続されているプロ

バイダーからアクセスが集中したとしても、

これら2つのプロバイダー間が64Kbpsでし

か接続されていないのだとしたら、それ以上

の負荷が増えることはないのです（図8参

照）。そして、プロバイダーはこうした利用

状況を予測しながらサーバーや回線の増強

を行っているわけですから、致命的な問題

が発生することはないはずです。

もし、自分が利用しているプロバイダーの

ネットワークが致命的に混雑しているとし

たら（そのプロバイダーに接続されているコ

ンピュータ同士の接続が非常に遅い、また

はつながらない場合）、実際にそのプロバイ

ダーを利用している利用者数に対してその

プロバイダーの設備増強が間に合っていな

いということなのです。もしそういった状況

が長く続くようならば、そのプロバイダーの

利用について再考すべきかもしれません。

とにかく、インターネットはどれだけ広い

範囲の人たちと通信できるかが、その魅力

の大きさなのです。ですから、付録のマッ

プが広がっていくことは喜ぶべきことだと思

います。どうですか？ （砂原秀樹）

A.
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付録の商用ネットワークサービスプロ

バイダー接続マップを見ていつも思う

のですが、自分の契約しているプロバ

イダーの下に他のプロバイダーが接続

されている場合、そこからのアクセス

が増えると自分の契約しているプロバ

イダーのサーバーに負荷がかかってつ

ながりにくくなったり、転送速度が落

ちたりするようなことはないのですか。

（匿名希望）

現在この回線は 
5人で共有。だから 
1人当たり12.8kbps

こっちは現在 
10人で共有。 
だから6.4kbps

64k

64k

プロバイダーB

プロバイダーA

目的のサーバー 

図7 すでに500社を超えたプロバイダー接続マップ

図8 インターネットの回線速度と利用者数の関係
通信の方向を問わず、この回線を現在何人で共有し
ているかによって速度が決まる
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